
日南町立小・中学校教員の時間外勤務実態について 

 

１．本資料のデータについて 

・ 本資料は鳥取県公立学校に導入されている校務支援システム（2017 年 12 月導入）から得たデ

ータに基づくものである。 

・ 対象教職員は、常勤職員（校長、教頭、教諭、養護教諭、栄養教諭、講師、事務職員）であり、

短時間勤務教諭、非常勤講師は含まない。 

 

２．集計結果 

 

 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

日南小 446 395 478 372 352 290 292 244

日南中 423 378 319 208 213 137 203 229
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年間一人あたりの時間外業務時間

日南小 日南中

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

日南小 29.7 28.2 34.1 24.8 27 20.7 24.3 18.7

日南中 26.4 25.2 21.2 12.2 13.3 9.8 14.5 17.6

小学校（県） 37.2 33.3 28.2 27.6 26.2 24.6

中学校（県） 45.2 38.2 30.7 31.5 30.1 29.1
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月一人あたりの時間外業務時間

日南小 日南中 小学校（県） 中学校（県）

年間一人あたりの時

間外業務時間は、小学

校・中学校ともに 2018

年度以降減少傾向にあ

り、特に中学校で大き

く改善している。2018

年度に「公立学校の教

師の勤務時間の上限に

関するガイドライン」

が策定されて以降、勤

務時間に対する意識の

高まりや業務改善の取

組が進んだことが要因

と考えられる。 

月一人あたりの時間

外業務時間は、小学校・

中学校ともに県平均を

下回る状況が続いてい

る。 

本町は小規模校であ

り児童生徒数が少ない

ことに加え、遠距離通

勤者が多いことなどが

要因として考えられ

る。 

また、中学校につい

ては部活動方針の策定

により活動時間が制限

されたことも、時間外

勤務の縮減につながっ

たものと考えられる。 
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

時間外業務時間 最大値

日南小 日南中

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

日南小 23.9 22 20.2 15.6 13.5 3.6 12.5 9.6

日南中 20.8 19.4 4.4 1.5 5.2 1.8 2.4 0.6

小学校（県） 21.5 19.4 19 17.4 16.3

中学校（県） 23.1 23.7 24.5 23.9 22.2
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月の時間外業務が45時間を超えた人の割合（％）

日南小 日南中 小学校（県） 中学校（県）

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

日南小 40 42.9 64.3 40 38.5 21.4 41.7 15.4

日南中 50 46.7 20 0 25 7.1 7.1 0

小学校（県） 47.4 44.1 42.1 39.4 37.9

中学校（県） 48.4 45.2 46.7 45.7 42.4
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平均的に時間外勤務

は減少している一方

で、最大値を見ると依

然として高い値の職員

が存在している。これ

は時間外勤務の状況に

個人差があることを示

しており、分掌業務や

個々の働き方による影

響が大きいものと考え

られる。 

月 45 時間を超える

職員の割合は、小学校・

中学校ともに減少傾向

にあり、県平均と比較

しても低い水準で推移

している。 

特に中学校では大幅

な改善が見られ、部活

動の負担軽減が一定の

効果を上げているもの

と考えられる。 

年間 360 時間を超え

る職員の割合について

も全体として減少傾向

にあり、中学校では

2025年度に該当者がい

なくなっている。 

一方、小学校では改

善が進んでいるもの

の、依然として該当者

が存在している。 

なお、2020年度に小

学校で割合が増加した

背景としては、生徒指

導上の問題が多く発生

したことによる影響が

あったと考えられる。 


